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(3) ニッケル(1 1 1 )表面で水素原子が示す 2 次元構造の規則一不規則転移の説明を試み，吸着位置
によって水素原子の状態の異なることを考慮した 2 種類の有効な相互作用が水素原子聞に働くとす
れば，格子気体モデルによって実験結果が説明されることを示している。
以上のように本論文は金属表面における水素原子の吸着状態について多くの知見を示し，その成果
は，学術面のみならず応用面にわいても，貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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